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サステイナブルな団地再生

　その後「持続可能・サステイナブル」という概念は、
あらゆる産業や、私たちの生活、人口問題、エネルギー
問題、物質循環、自然環境、といった社会や経済、人
文的問題にも取り入れられ、広く私たちと地球の在り
方を示す考え方となっている。
　日本では 2006 年に閣議決定された第 3 次環境基
本計画（環境から拓く新たなゆたかさへの道）の序章
にて、目指すべき持続可能な社会の姿として、「健全
で恵み豊かな環境が地球規模から身近な地域までにわ
たって保全されるとともに、それらを通じて国民一人
一人が幸せを実感できる生活を享受でき、将来世代に
も継承することができる社会」を提示している。
　建築においても、この概念が広く浸透してきた。エ
ネルギーや物質循環という視点からサステイナブルな
建築の在り方に着目し、団地再生におけるサステイナ
ブルについて述べる。

サステイナブルな団地再生
　1984 年 に、 環 境 と 開 発 に 関 す る 世 界 委 員 会

（WCED=World Commission on Environment and 
Development）が国連に設置された。この委員会は、
世界的な 21 人の有識者によって構成され、委員長が
ブルントラント氏であったことから、その名前をとっ
てブルントラント委員会と、呼ばれた。
　この委員会は 1987 年までの 4 年間に 8 回の会合
が開かれ、最終報告書「地球の未来を守るために（Our 
Common Future）」をまとめた。
　このなかで、「持続可能 (Sustainable)・サステイナ
ブル」という理念が、提唱された。報告では、「持続
可能な開発 (Sustainable Development)」を「将来の
世代のニーズを充たしつつ、現在の世代のニーズをも
満足させるような開発」として、これからの開発の在
り方を示した。

図 1. ルシアン・クロールの団地再生
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る。その中でも建築が竣工してからの
空調、照明、給湯など、その運用に由
来する部分が全体の 3 割を占め、それ
は増大するばかりとなっている。これ
らの省エネ化が喫緊の課題となってい
る。

3．アクティブデザインとパッシブ
　  デザイン
　前述したエネルギーの使い方に関連
するが、ハイエネルギーを用いて、設
備に頼る建築デザインをアクティブデ
ザインといい、逆に設備に頼らず、ロー
エネルギーを活用する建築デザインを
パッシブデザインという。
　冷暖房に例を取れば、20 世紀はア

クティブデザインが大きな
発展を遂げた時代であっ
た。
　20 世紀の初頭に普及が
始まった冷房設備から、ハ
イエネルギー依存型のアク
ティブデザイン化が急速に
進んだ。
　しかし改めて考えるべき
なのは、人類の長い歴史の

中で、室内気候の調節はもっぱら建築
自体のデザイン、つまりパッシブデザ
インによってなされてきたことは明ら
かであり、それは世界の民家をみれば
わかることである。
　ハイエネルギーによる冷暖房設備の
便利さに酔いしれたのが 20 世紀だっ
たと考えられる。これからは機械に頼
らないパッシブデザインが主流になる
べきであると考えられる。パッシブデ
ザインは丈夫で、長持ちするという特
性がある。

4．閉じた系と開いた系
　暖房エネルギーを減らすには、建物
の断熱、気密化が基本である。寒冷地
スウェーデンでは徹底した断熱と気密
化、それと高度な換気システムの開発
によって無暖房住宅が実現している。
日本でも集合住宅では躯体に外断熱を
施せば、ハイエネルギーによる暖房を
無くすことも可能と考えられている。
　これは閉じた系によるパッシブデザ
インといえるであろう。このデザイン
によって冬の暖房による負荷を減らす
ことができる。
　一方、夏の暑さに対しては、まず日
射の遮蔽を十分にする。その上で風を
取り入れる工夫をする。通風、夜間換
気、排熱の三つのモードに対応できる
窓や間仕切りの工夫をし、使い分ける
ことが肝要である。原理は簡単で、ディ
テールには様々な工夫が要るが、これ
だけでほとんどの地域で冷房は不要に
なるであろう。
　これは開いた系によるパッシブデザ
インといえる。このデザインによって

1．エコロジーからの教訓
　生物と生物、生物と環境との関係を
研究する学問、生態学 ( エコロジー )
が確立されたのは、約 130 年前のこ
とである。フンボルトやダーウィンに
よって、異なる環境条件のもとで多様
な生物の生活形態が発見され、進化論
が新しい体系を築き始めた時代のこと
である。
　今日、またエコロジーが参照される
のは、人間と環境との新しい関係が求
められているからにほかならない。
　地球環境問題を直接的なきっかけと
して、適切な「エネルギー」と「物質」
の流れが、生物の環境との間の安定的
な関係の維持に必要不可欠であること
を、私たちは再認識せざるを得なくな
り、生態系の概念に学ばざるを得なく
なったのでる。
　サステイナブルな社会、循環型社会
を構築するために、「エネルギー」と「物
質」は極めて重要な要素となっている。
またエコロジーから忘れてはならない
のは、多様性である。生物種が多いほ
ど生態系は安定し、環境変化にも耐え
ることができるという教えである。
　一見冗長で、無駄にあるように見え
るものも、システム全体の安定性に寄
与しているという指摘は、効率を高め
るために物事を単純化してきたこれま
での技術に対して軌道修正を迫ってい
る。

2．ハイエネルギーとローエネルギー
　我々が使うエネルギーには、ハイエ
ネルギー (hi-energy) とローエネルギー
(low-energy) とがある。ハイエネルギー
は高密度、高品質で、代表的なものは
電力である。一方、ローエネルギーは、
低密度、低品質な自然エネルギーをい
う。
　これからの持続可能な社会の構築に
は、まずハイエネルギーの省エネ化が
必要である。
　地球環境負荷を炭酸ガス排出量とい
う指標でみると、日本の全排出量の
約 4 割が建築関連分野からとなってい

図 2. 日本の炭酸ガス排出量 2005

図 3. アクティブデザインと
                                        パッシブデザイン
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夏の冷房による負荷を減らすことがで
きる。
　機械設備の冷暖房システムによる一
方的な室内気候の調整ではなく、日本
では四季の特徴を捉え、四季の気候そ
れぞれに応じることができるパッシブ
デザイン、いわば四季を楽しむエコロ
ジカルデザインが、これからの主流で
あろう。
　閉じた系によるパッシブデザインは
欧州を中心として、技術が確立しつつ
ある。しかし、日本では、開いた系に
よるパッシブデザインの研究は、まだ
これからといった状況である。
　日本におけるローエネルギーの開発
や、開いた系によるパッシブデザイン
の確立が望まれる。

5．環境との共生・自然との交感
　アクティブデザインは、いわば屋外
環境との断絶である。しかしこれから
は屋外環境と共生するパッシブデザイ
ンが主流となるであろう。
　パッシブデザインの良いところは、
快適さの質が異なるということだ。自
然の風や、太陽輻射の心地よさは格別
で、機械設備では到底及ぶところでは
ないと思われる。パッシブデザインの
極意は、自然と交感する楽しみにある
といっても過言ではない。内と外との
接点のデザインが重視され、たとえば
ベランダは機械置き場の汚名を返上
し、アウトドアスペースとして本来の
機能を取り戻すことになるだろう。
　もう一つ、パッシブデザインでは、
室内と屋外環境との境界が緩やかであ
るという特徴がある。外に対して、時
に閉じ、時に開くように融通無碍であ
る。
　環境に対して開くことに意味がある
と思われる。これは、個人と社会の関
係、住戸とコミュニティーの関係にも
通じるものがあるのではないか。
　人々の絆を作るために建築や住宅は
外に開かれている必要がある。団地再
生のデザイン手法として、環境面から
のパッシブデザインは、コミュニティ

デザインにも重なると考えられる。
6．おわりに
　これからの私たちにとって重要なの
は、新しい人工と自然の関係を作るこ
とにある。それは自然と交感するレス
ポンシブな関係になるだろう。それに

は人工と自然のしなやかな境界を構築
する必要がある。
　また自然とともに住む、人とともに
住むといった、人と、環境やコミュニ
ティーとの関係を再認識していくこと
が求められる。街づくりという点では、

図 4. 閉じた系 図 5. 開いた系

図 6. 閉じた系の例

図 7. 開いた系の例
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サステイナブルな団地再生

今日、エネルギーに関連して、再生可
能エネルギーの活用が言われている。
ただし、それは貴重なハイエネルギー
を生産し効率よく利用しようというこ
とである。
　しかしこれからは、ハイエネルギー
はハイエネルギーでしか使えない用途
に使うというのが原則であるというこ
とを認識する必要がある。
　ローエネルギーで賄うことができる
ものは、ローエネルギーで賄うべきだ
ということである。
　建築の分野では、ローエネルギーで
賄える部分が少なくない。しかも、そ
の方が快適で、良好なコミュニティー
の形成にも役立つとなれば、団地再生
おいて、パッシブデザインの果たす役
割は大きいといえるのではないか。
　低環境負荷がサステイナブルな建築
の必要条件であることに異論のある人
はいないと思われる。では十分条件は
なんであろうか。
　評価ツールの開発が進む一方で、サ
ステイナブルを標榜する建築がつぎつ
ぎと実現している。そのような事例を
分析して感じることは、優れた事例は、
未来のサステイナブルな社会を予感さ
せる強いメッセージを持っているとい
うことである。サステイナブルな社会
でのライフスタイルや、街や都市のイ
メージが明確に示されている。
　欠け落ちている部分を想像力で補い
ながら、全体をまとめ上げる作業がデ
ザインであるが、そのようなデザイン
のプロセスを計画論として確立するこ
ともサステイナブルな建築の普及には
欠かせないものであろう。
　サステイナブルな建築へのシナリオ
は一つではない。さまざまな個別の状
況のもとで異なったシナリオを描くこ

とができる。
　環境を新たに解釈し直し、環境の潜
在的な力を活用することが、新しい建
築のコンセプトを創造しうることが明
らかになってきた。
　高度情報化や、社会経済のグロー
バル化が著しい発展を見せている。IT
技術やバーチャル技術の進歩は、脱エ
ネルギー、脱物質を推進し、環境負荷
を大幅に低減できる可能性があると期
待されている。
　それであればこそ、人々が等身大の
スケールで、身体感覚を駆使し、直接
的、主体的に、生活空間の創造や環境
形成にかかわる意義も大きいと考えら
れる。自然へのまなざしは、第二の自
然である人間の身体にも向けられる。
ここで問われるのは「身体性」という
ことである。
　また経済のグローバル化によって、
グローバルスタンダードに乗り遅れ
た産業は生き延びることができなく
なってしまっている。
　しかし逆に、そのような時代である
からこそ、地域の風土的、文化的特性
を積極的に生かし、継続的に保有する
都市や建築の価値が認められる。ここ
で問われるのは「地域性」である。
　「身体性」と「地域性」は、サステ
イナブルな社会の構築に際して、重要
な要素となるであろう。

図 8. 北欧の高気密高断熱住宅の例
( 解放感を持たせる工夫をしている )

図 9. 日本の伝統的家屋の例
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